
��精神障害のある⼈を対象にし
た「お話会」を⽉例で開催して
います。少⼈数の当事者同⼠だ
からこその安⼼と共感ができる
場にあなたも参加しませんか？
���普段なかなか、⾔いにくいよ
うなこと、時には⽇頃感じる思
いを⾔葉に紡ぐ場となっていま
す。その場での⾔いっぱなしも
ＯＫです。「また来たい！とみ
んなが思える場に。」仲間の時
間と気持ちを⼤切にしていただ
ける⽅の参加を歓迎します。参
加費は無料です。�
 今年度は公益財団法⼈ホース
未来福祉財団の助成のもと実施
しています。実施⽇など企画の
詳細についてはお問い合わせく
ださい。
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当事者交流「お話会」

明⽇をまもるナビ�取材協⼒＆出演

当事者の言葉を紡ぐをモットーに活動しています

発行：一般社団法人精神障害当事者会ポルケ

当事者が参画する授業の推進

 NHK総合「明⽇をまもるナビ」「み
んなで助かるためにー発達障害がある
⼈と災害」に出演しました。主催した
「これからの防災を考えるー精神障害
のある⼈の在宅避難時に必要なものと
は？防災ワークショップ」についても
取り上げていただきました。
 スタジオ収録では九州⼤学の⽥中真
理先⽣、古坂⼤魔王さん、⼩倉優⼦さ
ん、塚原愛アナウンサーとご⼀緒させ
ていただきました。
     （2023.11東京都渋⾕区）

� 精神障害当事者会ポルケではパーソナルリカバリー志向の⽀援職養成のため
に、当事者としての経験や⽴場をもとに授業協⼒の取り組みを広げています。活
動拠点とする東京都⼤⽥区にある東京⼯科⼤学では、今年度も精神科作業療法⼠
と看護師の養成クラスの授業協⼒させていただきました。当初、学⽣のみなさん
の多くは緊張の⾯持ちでしたが、これまでの座学を踏まえたアセスメントにトラ
イされていました。精神疾患の⼈という対象とした⾒⽅ありきではなく、まずは
⽬の前の⼈としてしっかりと向き合ってほしいというメッセージなどが当事者の
仲間から寄せられました。
 信州⼤学の精神看護のクラスでは年間通じて教員、学⽣、当事者の三者協働の
モデル開発を⾒据えて授業での講義・グループワーク、実習後のカンファレンス
に関わらせていただきました。学⽣のみなさんにこれからの時代にふさわしい⽀
援職として活躍いただきたいと⼼より思います。ほかに、今年度は東京⼤学、東
京家政⼤学、東京外国語⼤学、法政⼤学、⾼知県⽴⼤学などにも伺いました。
 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムではピアサポーターの活⽤が謳わ
れています。あらゆる領域での当事者参加をポルケとしても推進していきたいと
思います。参画する当事者の役割なども⽰しながら、いろいろな地域や分野で当
事者が参画する授業が広まるよう、今後も取り組んでいきたいと思います。



 ⽇本精神障害者リハビリテーション学会�第30回岡⼭⼤会（12⽉2⽇ー3
⽇）に参加しました。⼤会シンポジウム「暮らしのためのリハビリテーシ
ョンを問い直す〜リカバリーとリハビリテーション」に当会代表理事の⼭
⽥悠平が登壇しました。また、団体紹介としてポスター発表の機会をいた
だきました。対⾯開催ということもあり、多くの関係者の皆様との再会と
新たな知⼰を得ることができました。岡⼭県精神科医療センターの皆様を
はじめ、学会⼤会運営に関われた皆様に⼼より感謝申し上げます。
 活動拠点の地元⼤⽥区にあるNPO法⼈⾊えんぴつさんが実施した写真展
企画の取り組み、東京⼯科⼤学の清家さんの作業療法⼠養成課程における
当会との当事者参加型の授業の協働についてのポスター発表をはじめ、
様々な実践事例や活動紹介に胸が踊りました。2024年度は東京⼤会として
12⽉14⽇・15⽇に開催される予定とのことです。
 

ネットワーク会員
入会募集中！

 統合失調症診療ガイドライン委
員会に参画するなどして、⼀連の
改定プロジェクトに精神障害当事
者会ポルケは協⼒をしてまいりま
した。「統合失調症薬物治療ガイ
ド2022―患者と⽀援者のために
―」が、この度書籍として発刊さ
れました（新興医学出版社）

メディア・ガイドライン策定にむけて
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統合失調症薬物治療ガイド2022日本精神障害者リハビリテーション学会に参加

 被疑者とされる者が精神科通院をしていたなどとして扱われることのあ
る刑事事件のメディア報道のあり⽅について、ガイドラインの策定を⽬指
すプロジェクトが正式に発⾜いたしました。これまで、当会では事件報道
を受けての意識調査、ニュージーランドをはじめ国外の取り組みについて
の机上調査や厚⽣労働省記者会での会⾒などを実施してまいりました。
 今年度は、精神保健に関係する団体や研究者の⽅などに参画をいただ
き、メディアの⽅へのヒアリングなどをしながら、あり⽅検討をしてまい
りました。2023年11⽉7⽇に任意団体「メディア・ガイドライン策定普及
プロジェクト」が発⾜いたしました。この動きは、広くアンチスティグマ
のアクションとして取り組むもので、来年以降動きを加速していきたいと
思います。応援、ご協⼒のほどよろしくお願いいたします。


